
〜人間情報コミュニケーションの研究開発〜

コミュニケーションの新たな可能性を拓く先端
技術の創出に向けて、音声・視覚の情報入出力系、脳神経系
による総合処理、情報発信誘発の観点から人間のコミュニ
ケーション機能を解明し、人間性豊かなコミュニケーション
を実現するため、ⅰ）音声言語コミュニケーション機構、ⅱ）
視覚認知コミュニケーション機構、ⅲ）コミュニケーション
計算神経機構、ⅳ）コミュニケーション創発機構の4つのサ
ブテーマのもと、研究開発を実施した。
　音声の個人性の生成要因解明とその制御モデル、外国語発
音の自動評定方法、外国語学習方法、顔画像の年齢操作合成
技術、トーキングヘッド技術、階層ベイズ推定によるMEG-
MRI統合脳活動解析手法、ネットワークシミュレータ、ヒト
−モノ−ロボットコミュニケーション手法等の研究開発成果
を得た。これらの成果は、音声合成、外国語学習システム、

顔画像合成、超高速シミュレーション等の技術成果は製品開
発への活用が見込まれるとともに、情報処理の高度化や脳機
能研究の促進に資することが期待できる。
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